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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　折り畳み式フレームを有するベビーカーであって、前記フレームが、
　少なくとも１つの前輪が取り付けられている２つの前側支柱（１１）と、
　少なくとも１つの後輪が取り付けられている２つの後側支柱（１２）と、
　ガイド・ハンドル（１４）と協働する２つの押しアーム（１３）と、を備えるものにお
いて、
　前記フレームは、一方が他方に対し間に間隔が無い状態で摺動可能に係合する２つの摺
動部品からなる少なくとも１つのアセンブリをなし、前記２つの摺動部品は、前記押しア
ーム（１３）と前記前側支柱（１１）であり、前記摺動部品の一方が外面に少なくとも１
つのレール部（１３１）を有し、前記摺動部品の他方が外面に少なくとも１つのスライド
部（１１１）を有し、該スライド部は、前記レール部（１３１）の中でスライドするよう
に形成されており、前記フレームの折り畳み状態で、前記押しアームが前記前側支柱に重
ねられるように構成されていることを特徴とする、ベビーカー。
【請求項２】
　前記後側支柱（１２）の前記前側支柱（１１）との接触領域（１２１）は、前記前側支
柱（１１）の外面に画成された相補領域（１１２）に入り込んで接するように形成されて
いることを特徴とする、請求項１に記載のベビーカー。
【請求項３】
　前記ベビーカーが折り畳まれたときに、前記後側支柱（１２）は、前記前側支柱（１１
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）に隣接し、前記押しアーム（１３）、前記前側支柱（１１）と共に、包括的アセンブリ
を形成していることを特徴とする、請求項１又は２に記載のベビーカー。
【請求項４】
　前記包括的アセンブリが長手方向に一様な断面を有していることを特徴とする、請求項
３に記載のベビーカー。
【請求項５】
　低摩擦係数を有する少なくとも１つのロッド（１７）が、前記２つの摺動部品の間に介
装されていることを特徴とする、請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載のベビ
ーカー。
【請求項６】
　低摩擦係数を有する材料から作られた少なくとも１つの部品（１８、７１、７２）が前
記レール部（１３１）及び／又は前記スライド部（１１１）に取付られていることを特徴
とする、請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載のベビーカー。
【請求項７】
　低摩擦係数を有する材料から作られた前記部品は、滑材（１８）及び／又はワイヤ（７
１、７２）であることを特徴とする、請求項６に記載のベビーカー。
【請求項８】
　前記ロッド（１７）及び／又は前記部品（１８）は、少なくとも部分的に蛍光性を有す
ることを特徴とする、請求項５から請求項７までのいずれか１項に記載のベビーカー。
【請求項９】
　前記２つの摺動部品の少なくとも一方に、摺接領域をクリーニングする手段が設けられ
ていることを特徴とする、請求項１から請求項８までのいずれか１項に記載のベビーカー
。
【請求項１０】
　前記クリーニング手段は、少なくとも１つのかき落としブラシ（１９）を有し、前記か
き落としブラシは、前記押しアーム（１３）の端部に取り付けられていることを特徴する
、請求項９に記載のベビーカー。
【請求項１１】
　前記押しアーム（１３）と前記前側支柱（１１）とに連結された第１の連結部品（１６
）を備え、前記前側支柱（１１）と前記後側支柱（１２）とは、第２の連結部品（１５）
によって連結されており、前記第１の連結部品と前記第２の連結部品とは、前記ベビーカ
ーが広げられた位置で、互いを止めていることを特徴とする、請求項１から請求項１０ま
でのいずれか１項に記載のベビーカー。
【請求項１２】
　前記押しアーム（１３）、前記前側支柱（１１）、及び／又は前記後側支柱（１２）は
、中空断面部材から作られていることを特徴とする、請求項１から請求項１１までのいず
れか１項に記載のベビーカー。
【請求項１３】
　前記中空断面部材は、アルミニウム、アルマイト処理されたアルミニウム、セラミック
・アルミニウム、複合材料、押し出し成型材、引き抜き成型材、ＰＴＦＥ樹脂、ＰＥ樹脂
、シリコン、木材から選択された材料から作られていることを特徴とする、請求項１４に
記載のベビーカー。
【請求項１４】
　前記中空断面部材の少なくとも１つの内側は、ケーブルなどの構成部品または機構部品
の取り付けスペースとなっていることを特徴とする、請求項１２又は請求項１３に記載の
ベビーカー。
【請求項１５】
　前記アセンブリを形成している前記２つの摺動部品が容易にスライドするように、それ
らの摺接領域に回転要素を備えることを特徴とする、請求項１から請求項１４までのいず
れか１項に記載のベビーカー。
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【請求項１６】
　前記回転要素は、少なくとも１つのキャリッジ（８１、８２）に集められており、前記
少なくとも１つのキャリッジは、前記アセンブリを形成している前記摺動部品の１つの端
部に取り付けられていることを特徴とする、請求項１５に記載のベビーカー。
【請求項１７】
　前記押しアーム（８３）の下端に設置された第１のキャリッジ（８１）と、前記前側支
柱（８４）の上端に取り付けられた第２のキャリッジ（８２）とを備えていることを特徴
とする請求項１６に記載のベビーカー。
【請求項１８】
　前記回転要素は、ボール、車輪、及びローラーからなるグループに属していることを特
徴とする、請求項１５から請求項１７までのいずれか１項に記載のベビーカー。
【請求項１９】
　前記前側支柱は、関節機構によって前記後側支柱に対して連結されていることを特徴と
する、請求項１から請求項１８までのいずれか１項に記載のベビーカー。
【請求項２０】
　前記前側支柱及び前記後側支柱の形状は、前記ベビーカーが折り畳まれた位置にあると
きに、一方が他方に入り込んで接触できるように、少なくとも部分的に相補的であること
を特徴とする、請求項１９に記載のベビーカー。
【請求項２１】
　請求項１から請求項２０までのいずれか１項に記載のベビーカー用の折り畳み式フレー
ム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はベビーカーに関し、特に、ベビーカーの折り畳み機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　折り畳み式ベビーカーのフレームに関し、非常に多くの技術が既に知られている。一般
に、以下の目的の少なくともいくつかを両立させる試みがなされている。
　折り畳み効率について、ベビーカーは、例えば自動車で容易に収納及び移送ができるよ
うに、可能な限り小さくなければならない。
　折り畳んだり、開いたりする操作が簡単。使用者は、このような操作をできるだけ簡単
に行えなければならない。
　子供を移送する上での強度と安全。
　簡単で安価な製造。
【０００３】
　公知であるフレームのいろいろな種類の中における１つのカテゴリーに、「折り曲げ式
折り畳み式」というものがある。この技術によれば、広げた位置にあるときには、押しア
ームが、前側支柱のほぼ延長上に沿って配置されており、折り畳まれた位置にあるときは
、前側支柱に対して傾く。押しアームは、普通、下方に傾き、押しアームの先端が後輪に
向けて動く。
【０００４】
　押しアームが上方へ傾き、押しアームの先端が前輪の方へ近づくように動く技術もまた
公知である。この種の技術は、特に本願出願の所有者により、いわゆる「オフ・ロード」
ベビーカー用に開発されたものである。「オフ・ロード」ベビーカーは、（従来のベビー
カーに比べて）大きな車輪が備えられており、この車輪には、通常、ふくらませることが
できるタイヤが取り付けられている。
【０００５】
　図１に、別の公知技術が示されている。この技術によれば、各押しアーム１は、押しア
ームが前側支柱から連続させて形成する延びた位置と、押しアームとそれに対応する前側
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支柱が隣り合って配置される折り重ねた位置との間を前側支柱２に平行にスライドするこ
とができる。各後側支柱３は、その先端近傍で、対応する前側支柱に関節機構によって連
結されている。
【０００６】
　これら種々の技術は、通常、それによって押しアームが前側支柱に対してスライドする
共通の要素を有している。これら種々の構成部品は、金属管という形態に作られており、
スライドは、連結部品４の利用という不変の原理に基づいている。連結部品４は、前側支
柱に固定、設置されており、かつ、滑走面が、前側支柱の取り付け位置から間隔をあけて
設けられており、この間隔の中で押しアームが、前側支柱から離れた状態で、前側支柱に
平行にスライドすることができる。
【０００７】
　この機械的なアセンブリにより、この種のスライドを利用するいくつかの折り畳み技術
を提案することができ、特に、前述した技術を提案することができた。
【０００８】
　しかし、この設計技術は、いくつかの欠点を持ち込むものである。
【０００９】
　押しアームは、連結部品の比較的短い部分によってのみ案内されている。部品の摩耗と
、その間の隙間が徐々に増大するということが累進的に現れることとにより、スライドが
オフセット現象の影響を受け、使用者にとって、前述した折り畳む操作及び／又は広げる
操作が困難になる。
【００１０】
　さらに、連結部品及び押しアームは、それに沿ってベビーカーが通った道により、いろ
いろな程度に汚れ得るものであり、そして、折り畳む途中又は広げる途中でスライドする
のを妨げる可能性がある。
【００１１】
　さらに、ベビーカーを折り畳む操作及び広げる操作の間に、使用者又は乗っている子供
が、誤って、彼又は彼女の指を押しアームと前側支柱の間の空間に滑り込ませ、その指を
挟まれ、多少なりとも深刻な結果になる危険がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の目的は、従来技術のいろいろな欠点を克服することである。
【００１３】
　もっと明確にいえば、本発明の目的は、フレームが折り畳み用に機械式アセンブリを利
用しているベビーカーであって、その機械的なアセンブリが、従来技術による解決策より
も信頼性があるベビーカーを提案することである。
【００１４】
　この意味で、本発明の目的は、スライドの効率と信頼性が向上しており、そのために、
激しく使用しても影響を受けない、又はこれらの影響（摩耗、隙間の出現、その他）を受
けることのないベビーカーを供給することである。
【００１５】
　本発明の別の目的は、機械的なスライド・アセンブリが積もった汚れの影響を受けない
、あるいは、わずかにしか受けないベビーカーを供給することである。
【００１６】
　本発明の別の目的は、折り畳む途中で指が挟まれる危険、あるいは、他のこのような不
愉快な出来事が非常に少なくなるベビーカーを提供することである。
【００１７】
　本発明のさらに別の目的は、製造すること、及び、組み立てることが容易なベビーカー
を供給することである。
【００１８】
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　本発明の別の目的は、折り畳む技術手段が、新しいデザインや新しいプレゼンテーショ
ンを発展させ得るこのようなベビーカーを供給することである。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　これらの目的、及び後で現れる他の目的は、特に、少なくとも１つの前輪が取り付けら
れている２つの前側支柱、少なくとも１つの後輪が取り付けられている２つの後側支柱、
及びガイド・ハンドルと協働する２つの押しアームを含む折り畳み式フレーム付きベビー
カーを利用することによって満足される。本発明によれば、前記折り畳み式フレームは、
一方が他方に対し間に間隔が無い状態でスライドする２つの摺動部品からなる少なくとも
１つのアセンブリをなし、前記２つの摺動部品は、前記押しアームと前記前側支柱であり
、前記摺動部品の一方が外面に少なくとも１つのレール部を有し、前記摺動部品の他方が
外面に少なくとも１つのスライド部を有し、該スライド部は、前記レール部の中でスライ
ドするように設計されている。
【００２０】
　前記アセンブリが前記押しアームと前記前側支柱とから形成されている結果、従来技術
による解決策よりもよいスライド・ガイドとなる。これは、押しアーム及び支柱が、一方
がレール部を形成し、他方がスライドを形成して、互いに、間に間隔のない状態でスライ
ドするという事実によるものである。
【００２１】
　レール部とスライド部とは、恒久的に直接接触又は関節接触をしており、したがって、
この機械的なアセンブリでは、遊びが生じないか、わずかしか生じない。この遊びは、部
品が互いに円滑にスライドすることを妨げ得るものであり、従来の解決策ではそうであっ
た。したがって、恒久的に信頼性のある解決策が得られている。
【００２２】
　さらに、押しアームと前側支柱との間に指をはさまれるという危険はもはやない。なぜ
ならば、これらの２つの構成部品の間に間隔がないからである。
【００２３】
　ある有効な解決策によれば、前記後側支柱は、前記前側支柱に関節機構によって連結さ
れており、かつ、前記前側支柱との接触領域を有し、この接触領域は、前記前側支柱内に
画定されている相補領域内に内接するように形成されている。
【００２４】
　前記ベビーカーが折り畳まれたときに、押しアーム、前側支柱、及び後側支柱が隣接し
たアセンブリを形成する。
【００２５】
　その結果、特にベビーカーを折り畳んだ状態で、非常に人間工学的で、美的なアセンブ
リとなる。
【００２６】
　前記隣接したアセンブリは、一様、かつ、コンパクトな断面を有すると都合がよい。
【００２７】
　フレームを構成する種々の要素は、ベビーカーがその折り畳まれた位置にあると、コン
パクトで堅いアセンブリを形成し、これは、例えば自動車のトランクに入れるためにベビ
ーカーを移動させ、及び／又は持ち上げるのに特に役立つものである。
【００２８】
　第一の実施形態によれば、低摩擦係数を有する少なくとも１つのロッドがスライドする
前記部品の間に取り付けられている。
【００２９】
　他の実施形態によれば、低摩擦係数を有する材料から作られた少なくとも１つの部品が
前記レール部及び／又は前記スライド部にクリップされている。
【００３０】
　いずれの場合でも、結果は、部品の互いに隣り合ってスライドする性能が著しく改善さ
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れるというものである。
【００３１】
　低摩擦係数を有する材料から作られた前記部品は、滑材及び／又はワイヤであることが
都合よく、少なくとも１つのクロム・メッキ、又は、亜鉛メッキのワイヤを含むことが好
ましい。
【００３２】
　前記ロッド又は前記部品は、夜、ベビーカーがもっと容易に見えるように、（少なくと
も見える部分が）蛍光性であることが都合よい。この場所に配置した場合、この種の蛍光
機器は、ベビーカーに配置され、種々の摩擦の影響で特に剥がれやすい、又は劣化しやす
い蛍光性粘着テープや他の同様な手段よりも長期間の耐性が良好である。
【００３３】
　スライドする領域をクリーニングする手段が、スライドする前記部品の少なくとも１つ
に設けられていることが好ましい。この場合、前記クリーニング手段は、少なくとも１つ
のかき落としブラシを含み、このかき落としブラシは、前記押しアームの端部に取り付け
られていることが都合よい。
【００３４】
　このようにして、スライド機構が汚れる可能性が著しく制限されている、あるいは、少
なくとも、この汚れの堆積の望ましくない効果が制限されている。なぜならば、汚れは、
ベビーカーを折り畳む操作／広げる操作によって除去されるからである。
【００３５】
　ある便利な解決策によれば、前記押しアームと、前記前側支柱とは、第１の連結部品に
よって連結されており、一方、前記前側支柱と、前記後側支柱とは、第２の連結部品によ
って連結されており、前記第１の連結部品と、前記第２の連結部品とは、前記ベビーカー
が折り畳まれた位置では、互いを止めている。
【００３６】
　好ましくは、前記押しアーム、前記前側支柱、及び／又は前記後側支柱は、部分要素か
ら作られている。この場合、部分要素は、アルミニウム、アルマイト処理されたアルミニ
ウム、セラミック・アルミニウム、複合材料、押し出し成型材、引き抜き成型材、ＰＴＦ
Ｅ樹脂、ＰＥ樹脂、シリコン、木材、からなるグループに属する材料から作られている。
【００３７】
　その部分は、押出成形された金属材料、特にアルミニウムから作られていることが都合
よい。アルミニウムは、多くの利点、特に以下の利点を有する。
　アルミニウムの密度。したがって、軽量部品が得られる。
　アルミニウムの特性／価格比。
　アルミニウムの表面状態。アルミニウムの表面状態は、必ずしもさらに処理することを
必要としない。
　例えば複合材料のような他の材料に比べ簡単で日常的な技術（リベット締め、溶接、そ
の他）を利用したアルミニウムの加工性。
【００３８】
　前記セクション型エレメントの少なくとも１つの内側は、少なくとも１種類の特殊な装
置を中に取り付けられるようになっていると好都合である。
【００３９】
　結果は、例えば索道（cable way）のような構成部品又はメカニズムをセクションの内
側に配置し、そこにそれらが隠されるというものである。
【００４０】
　ベビーカーは、前記アセンブリを形成している前記部品が容易にスライドするように、
回転要素を備えていると好都合である。
【００４１】
　この場合、前記回転要素は、好ましくは、少なくとも１つのキャリッジに集められてお
り、前記少なくとも１つのキャリッジは、前記アセンブリを形成している前記部品の１つ
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の端部に取り付けられている。
【００４２】
　ある有益な解決策によれば、ベビーカーは、前記ベビーカーの前記押しアームの下端に
設置された第１のキャリッジと、前記ベビーカーの前記前側支柱の上端に取り付けられた
第２のキャリッジとを備えている。
【００４３】
　好ましくは、前記回転要素は、ボール、車輪、及びローラーからなるグループに属して
いる。
【００４４】
　ベビーカーは、フレームの両側に分配された２つの対称的な前側支柱を備えている。
【００４５】
　他の特性によれば、前記前側支柱は、関節機構によって前記後側支柱に対して連結され
ている。この場合、前記前側支柱、及び、前記後側支柱の形状は、好ましくは、前記ベビ
ーカーが折り畳まれた位置にあるときに、一方が他方に内接できるように、少なくとも部
分的に相補的である。
【００４６】
　本発明は、上記したようなベビーカー用の折り畳み式フレームにも関連している。
【００４７】
　本発明の他の特性及び利点は、下記の、説明目的で与えられた実施形態の非限定的な説
明、及び図面から明らかとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　図１を参照すると、従来技術による折り畳み式のフレームを備えているベビーカーは、
通常、又はほぼスライド機構を備えていることが分かる。このスライド機構により、押し
アーム１が支柱２に対してスライドすることができる。このスライド機構によれば、押し
アームは、前側支柱に対して平行に、前側支柱から少し離れたところを、連結部品４に案
内されながらスライドする。
【００４９】
　本発明は、基本的に新しい試みを提案するものであり、この試みは、この従来技術を知
っている者にとって自明ではない。
【００５０】
　図２Ａ及び２Ｂに示すように、折り畳み式フレームを備えたベビーカーは、ベビーカー
の両側にあって、少なくとも１つの前輪が取り付けられている前側支柱１１、１つ又は２
つ（又はそれ以上の）後車輪を備えている後側支柱１２、及びガイド・ハンドル１４と協
働する押しアーム１３を備えている。
【００５１】
　これらの図面より、本発明による解決手段が、非常に革新的、美的、かつ、人間工学的
なものになっており、挟まれる危険をも限られたものにすることが分かる。
【００５２】
　本発明によれば、押しアーム１３と前側支柱１１は、互いに取り付けられており、間に
間隔がない状態で互いに自由にスライドする２部品からなるアセンブリを形成している。
【００５３】
　これを達成するために、図３及び４においてより明確に分かるように、押しアーム１３
は、レール部１３１で取り付けられており、一方、前側支柱１１は、スライド部１１１で
取り付けられている。スライド部１１１は、レール部１３１内でスライドできるように形
成されている。
【００５４】
　なお、可能性のある他の実施形態によれば、レール部を前側支柱で支持でき、この場合
には、スライド部が、押しアームによって支持される。各部品にいくつかのレール部及び
／又はスライド部があること、あるいは、２つの部分を間隔が無い状態でスライドできる
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ようにする組合せを、本発明の範囲から逸脱することなく考えることも可能である。
本実施形態によれば、前側支柱１１、後側支柱１２、及び押しアーム１３は、アルミニウ
ム製の部分要素（ｓｅｃｔｉｏｎ ｅｌｅｍｅｎｔｓ）から作られている。他の実施形態
では、これらの部分要素を、アルマイト処理されたアルミニウム若しくはセラミック・ア
ルミニウム、複合材料、ＰＴＦＥ若しくはＰＥ、又は木材から作ることができ、これらの
セクションは、いろいろな技術で成形することができ、例えば押し出し成形又は引き抜き
成形処理などによって、このような技術を使用することができる材料で成形する。
【００５５】
　後側支柱１２は、前側支柱１１に対しても連結部品１５を用いて関節構造によって取り
付けられている（図２Ａ及び２Ｂ）。連結部品１５は、例えばプラスチックから作られて
いる。
【００５６】
　したがって、本発明によるベビーカーは、広げたり（図２Ａ）、折り畳んだり（図２Ｂ
）することができる。
【００５７】
　図示の実施形態では、相補的な連結部品１６が前側支柱１１に設けられており、この相
補的な連結部品１６のために、部分１６１（図４）が相補形状凹部１１３に突き通されて
いる。この相補的な連結部品１６は、ベビーカーが広げられたときに、連結部品１５と接
触して止まるように、前側支柱１１に取り付けられている。連結部品１６は、特に広げた
位置で、全体的な印象が同じになるように、連結部品１５と同じ材料から作ることとして
もよい。
【００５８】
　しかしながら、この連結部品１６は、前側支柱及び押しアームのスライドを案内せず、
また、前側支柱及び押しアームをそれらの対応する位置に保持しない。このことは、ただ
単に、本発明にしたがって前側支柱及び押しアームに与えた形状（レール部／スライド部
）によって達成されるものである。したがって、連結部分１６は、他の実施形態に必ずし
も存在するものではない。
【００５９】
　ベビーカーを折り畳んだ位置では、押しアーム１３、前側支柱１１、及び後側支柱１２
が、断面が均一でコンパクトであり、本発明によれば楕円形状である連続したアセンブリ
を形成する。明らかに、他の断面が考えられ、この断面は変わりうる。
【００６０】
　この連続したアセンブリは、ベビーカーを折り畳んだときに得られるものであり、特に
、後側支柱１２が、前側支柱１１の相補面１１２に内接するように画定された接触面１２
１を有するという事実により得られるものである。
【００６１】
　連続したアセンブリは、一方が他方の中で自由にスライドできるように取り付けられた
押しアーム１３と、前側支柱１１とによって相補的な方法によって形成されてもいる。
【００６２】
　このような連続したアセンブリと、これを構成する部品の寸法は、図に示した実施形態
では、例えば以下のものであってもよい。ｄ1＝３７ｍｍ、ｄ2＝３６ｍｍ、ｄ3＝３２ｍ
ｍ、ｄ4＝１０５ｍｍ、ｄ5＝３２ｍｍ、ｄ6＝３６ｍｍ、ｄ7＝３７ｍｍ、ｄ8＝４３ｍｍ
。
【００６３】
　また、目安として、押しアーム、前側支柱、及び後側支柱の長さは、この場合では、９
７０ｍｍ、７００ｍｍ、及び５５０ｍｍである。
【００６４】
　なお、本実施形態による相補面１１２及び１２１の形状は湾曲しているが、可能性のあ
る他の実施形態によれば、他の形状（方形、台形、その他）であってもよい。
【００６５】
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　さらに、連続したアセンブリの楕円断面は、人間工学的に、かつ、美的に有益な形状で
あり、これは、本発明によって可能となったものである。明らかに、技術的な要求や、美
的な要求次第で、多くの他の断面が考えられる。
【００６６】
　第一の実施形態によれば、押しアーム１３の前側支柱１１に対する滑りを最適化するた
めに、低摩擦係数を有する保持輪１７が押しアーム１３と前側支柱１１の間に取り付けら
れている。
【００６７】
　図５に示した保持輪１７の数と位置が情報提供のためのものであり、必要ならいつでも
変更できることは明らかである。
【００６８】
　図６に示した別の実施形態では、滑材１８を用いてスライドすることが達成されている
。滑材１８は、テフロン（登録商標）から作られている（又は、代わりに、プラスチック
、ポリマー、ポリオレフィン、その他の任意の低摩擦係数の材料から作られる）。
【００６９】
　これらの滑材１８は、押しアーム１３に、クリップ手段１３２によって保持されるよう
に成形されており、その一方で、前側支柱１１のスライド部１１１の形状と一部が一致し
ている。なお、滑材は、簡単に押しアームに挿入することができる。
【００７０】
さらに別の変形例によれば、スライドする構成部品に、例えば酸化膜形成などの処理を施
す代わりにエポキシ系塗料を塗布することが特に必要である場合には、図７に示すように
、接触領域（ｃｏｎｔａｃｔ ａｒｅａ）を挿入することが可能となる。
【００７１】
　一例として、２つのクロム・メッキ又は亜鉛メッキワイヤ７１及び７２（通常、接触領
域を形成する構成部品である）を挿入する。これは、例えば、この目的のために一方のス
ライド用構成部品７３に設けたハウジングにクリップすることにより行う。このように、
２つのワイヤを塗布する。
【００７２】
　上記の原理によれば、スライド・アセンブリの他方の構成部品７４がポリマー製部品７
５を支持し、そして、このポリマー製部品７５がワイヤ７１及び７２と接触する。
【００７３】
　明らかに、ニーズと制約次第で、接触領域はたった１つ、例えばセントラル・ワイヤ７
６（点線で示されている）だけであってもよく、あるいは、２本以上のワイヤ（例えば、
ワイヤ７１、７２、及び７６）であってもよい。
【００７４】
　本発明のさらに別の変形例によれば、スライド・アセンブリの２つの部品を、ローダー
・ワイヤなしで、互いに直接接触させることも可能である。使用する材料は、良好な滑り
特性と、良好な信頼性が保証されるように選択する。
【００７５】
　好ましくは、これらの保持輪又は滑材（あるいは、少なくともそれらの見える部分）は
、蛍光材（又は蛍光顔料を含む材料、又は蛍光性コーティングで被覆されている材料）、
又は反射材から作られ、夜又はたそがれ時にベビーカーを見えやすいようにする。
【００７６】
　さらに、スライド手段に積もり得る汚れを除去するように、又は、少なくともこの積も
った汚れの影響を限られたものとするように、スライドする領域をクリーニングする手段
が設けられている。
【００７７】
　この実施形態において、これらのクリーニング手段は、押しアーム１３の下端１９に取
り付けられたかき落としブラシを備える。
【００７８】
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　押しアームが前側支柱に対してスライドすることを妨げ得るあらゆる汚れ、又は他の堆
積物を除去するように、このかき落としブラシ１３の断面がスライド部１１１の断面に一
致していることは分かるであろう。
【００７９】
　上記に加えて又は代えて、この種のブラシは、他端に、例えば部品１５の中に取り付け
ることもできる。
【００８０】
　なお、下端１９は、折り畳まれ、まっすぐになっている位置（図２Ｂ）では、スタンド
としても作用する。
【００８１】
　図８は、本発明の他の実施形態を図示しており、この実施形態では、例えばボール、車
輪、又はローラーなどの回転要素が使用されている。これらの回転要素は、スライドを容
易にするために、任意の適当な方法で配置することができる。
【００８２】
　図８の実施形態によれば、（例えば）ボールが取り付けられた２つのキャリッジが設け
られている。第１のキャリッジ８１は、押しアーム８３の下端に取り付けられており、押
しアームのエンド・ピースを形成している。第２のキャリッジ８２は、前側支柱８４の上
端に取り付けられており、連結部によって後側支柱８５を支持している。
【００８３】
　前側支柱８４及び押しアーム８３には、ポリマー製保持輪又は同様な保持輪が前述のよ
うに都合良く備え付けられている。２つのキャリッジ８１、８２（又は２つのうち少なく
とも１つ）には、ブラシ又は他の保護及び／又はクリーニング手段を備えていてもよい。
【００８４】
　必要であれば、ただ１つのキャリッジを設けてもよい。
【００８５】
　明らかに、本発明は上記の実施形態に限られるものではなく、逆に、このようなスライ
ド手段を実施している全てのベビーカーに適用されるものである。
【００８６】
　したがって、フレームは、種々の公知の方法で作ることができ、折り畳み／広げること
のダイナミックスはそれに合わせて変えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】前文において既にコメントされており、従来技術によるベビーカーを図示してい
る。
【図２】図２Ａ及び図２Ｂは、本発明によるベビーカーを折り畳まれた位置、及び、広げ
られた位置でそれぞれ示している。
【図３】図２Ａ及び２Ｂのベビーカーの前側支柱、後側支柱、及び押しアームによって形
成された隣接したアセンブリの断面平面図である。
【図４】図２Ａ及び２Ｂのベビーカーの前側支柱、後側支柱、及び押しアームによって形
成された隣接したアセンブリの断面斜視図である。
【図５】押しアームの前側支柱に対するスライドを容易にする手段の第一実施形態の断面
図である。
【図６】押しアームの前側支柱に対するスライドを容易にする手段の第二実施形態の断面
図である。
【図７】クロム・メッキワイヤ、又は亜鉛メッキワイヤを利用したスライドの実施形態の
変形例を示す図である。
【図８】ボールが取り付けられたキャリッジを実現している、スライドの実施形態の他の
変形例を示す図である。
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